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次
の
ペ
ー
ジ

ち
ょ
っ
と
一
言
。
議
会
の
動
き
ほ
か

賛否が分かれた議案の審議結果

議　　　　案

議案 71 令和３年度花巻市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案 72 令和３年度花巻市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。

全 委 員 賛 成 の 議 案

議　　　　　案

議案 70 令和３年度花巻市一般会計歳入歳出決算の認定について

議案 73 令和３年度花巻市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案 74 令和３年度花巻市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案 75 令和３年度花巻市下水道事業会計決算の認定について

　

令
和
３
年
度
の
Ｊ
Ｒ
花
巻

駅
の
地
下
道
を
含
ん
だ
東
西

駅
広
場
の
管
理
費
は
い
く
ら

か
？

　

東
口
が
約
２
１
０
０
万

円
、
西
口
が
約
２
１
０
万
円
、

計
約
２
３
１
０
万
円
で
あ

る
。

◎
都
市
再
生
推
進
事
業

Ｑ

照
井
明
子　

委
員

Ａ
　

開
発
事
業
に
よ
り
、
駅
周

辺
の
地
価
が
上
が
り
周
辺
住

民
の
固
定
資
産
税
の
増
税
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
他
自
治

体
の
例
も
あ
る
が
、
検
証
は

さ
れ
た
の
か
？

　

特
に
検
証
は
し
て
い
な

い
。
駅
を
新
し
く
す
る
だ
け

で
地
価
が
上
が
る
と
は
考
え

づ
ら
い
が
、
そ
れ
が
起
爆
剤

と
な
り
周
辺
開
発
が
進
め
ば

望
ま
し
い
効
果
で
あ
る
。
固

定
資
産
税
が
上
が
れ
ば
自
分

の
資
産
価
値
も
上
が
る
た

Ｑ

照
井
明
子　

委
員

Ａ

　

生
涯
学
園
都
市
会
館
（
ま

な
び
学
園
）
の
寿
命
は
15
年

と
も
20
年
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
長
寿
命
化
に
沿
っ
た
改

修
事
業
や
寿
命
に
備
え
て
基

金
を
積
む
こ
と
な
ど
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
整

備
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
？

　

現
時
点
に
お
い
て
、
整
備

計
画
は
白
紙
で
あ
る
。
10
年

単
位
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣

化
状
況
を
調
査
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
長
く
使
っ
て
い

き
た
い
。

◎
生
涯
学
習
施
設
整
備

　

事
業

Ｑ

伊
藤
盛
幸　

委
員

Ａ

　

令
和
３
年
度
に
予
定
し
て

い
た
道
路
等
の
公
共
空
間
を

利
用
し
た
社
会
実
験
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施

で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で

今
後
は
実
施
す
る
予
定
が
あ

る
の
か
？

　

マ
ル
カ
ン
前
か
ら
花
巻
中

央
広
場
ま
で
の
区
間
で
予
定

し
て
お
り
、
会
場
使
用
料
等

１
０
０
万
円
を
予
算
化
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

か
ら
急
遽
規
模
を
縮
小
し
、

冬
場
に
行
っ
て
い
た
中
央
広

場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

併
せ
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の

小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
。
今
後
は
令
和
５
年
度
の

社
会
実
験
に
向
け
て
活
用
検

討
会
を
組
織
し
検
討
し
て
い

く
。

◎ 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

Ｑ

似
内
一
弘　

委
員

Ａ

　

市
営
諏
訪
ア
パ
ー
ト
Ｂ
棟

改
修
工
事
お
よ
び
市
営
本
館

ア
パ
ー
ト
屋
根
改
修
工
事
の

実
施
設
計
に
つ
い
て
、
入
居

率
を
高
め
る
た
め
の
狙
い
も

あ
り
大
規
模
改
修
を
し
た

と
思
う
が
、
こ
の
２
つ
の
ア

パ
ー
ト
の
入
居
率
は
？

◎
市
営
住
宅
環
境
改
善

　

事
業

Ｑ

本
舘
憲
一　

委
員

Ａ

　

生
涯
学
習
の
在
り
方
が
こ

れ
ま
で
の
高
齢
者
を
中
心
と

し
た
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
社
会

人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（
学

び
直
し
）
や
障
が
い
を
持
っ

て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
活

動
も
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い

る
の
か
？

　

県
に
お
い
て
も
推
進
の
動

き
が
あ
る
の
で
、
情
報
を
取

り
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

◎
生
涯
学
習
講
座
開
催

　

事
業

Ｑ

似
内
一
弘　

委
員

Ａ

め
、
プ
ラ
ス
の
面
も
あ
る
と

考
え
る
。

　

市
営
諏
訪
ア
パ
ー
ト
の
入

居
率
は
１
０
０
％
。
戸
数
は

52
戸
で
、
令
和
２
年
度
か
ら

順
次
改
修
を
行
っ
て
い
る

が
、
現
在
入
居
し
て
い
る
方

を
い
っ
た
ん
他
の
建
物
に
転

居
い
た
だ
く
た
め
の
部
屋
の

確
保
も
必
要
と
な
り
、
そ
の

部
屋
を
確
保
し
た
上
で
算
定

し
た
入
居
率
で
あ
る
。

　

市
営
本
館
ア
パ
ー
ト
は
今

後
の
改
修
に
向
け
て
実
施
設

計
を
行
っ
た
が
、
現
在
28
戸

で
入
居
率
は
１
０
０
％
で
あ

る
。

【 

議
案
第
72
号
】

　

 

令
和
３
年
度
花
巻
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

【
討
論
】

　

医
療
の
内
容
を
75
歳
と
い
う
年
齢
を

区
切
っ
て
差
別
す
る
制
度
そ
の
も
の
に

反
対
す
る
。

▼
反
対
討
論

【
議
案
第
71
号
】

　

 

令
和
３
年
度
花
巻
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

【
討
論
】

　

国
民
健
康
保
険
は
所
得
の
低
い
方
々

が
加
入
し
て
い
る
割
合
が
高
い
た
め
、

そ
の
方
々
の
所
得
に
対
し
て
１
割
近
い

保
険
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
制
度
は
大
変
厳
し
い
と
考
え
る

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

久
保
田　

彰
孝　

委
員

会派名 明和会 はなまき市民クラブ 社民クラブ 日本共産党花巻
市議会議員団

会派に所属
しない

審
議
結
果議員名

及
川
恒
雄

伊
藤
忠
宏

藤
根　　
　
清

小
原
保
信

横
田

忍

盛
岡
耕
市

佐
藤
峰
樹

高
橋

修

小
森
田
郁
也

鹿
討
康
弘

羽
山
る
み
子

佐
藤

現

伊
藤
盛
幸

内
舘

桂

本
舘
憲
一

照
井
省
三

若
柳
良
明

阿
部
一
男

久
保
田
彰
孝

照
井
明
子

櫻
井　

肇

似
内
一
弘

佐
々
木�
精
市

大
原
　
健

菅
原
ゆ
か
り

議案 71 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 認　定

議案 72 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 認　定

決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会

市営住宅

生涯学園都市会館（まなび学園）


